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　Although　reseal ℃ h　o ］1　the 　patterns　of　fabrios　is　done 　frequently，　stUdies 　i皿 whlch 　the　conditLons 　of

composing 　pat，terns 　ar 巳 regular ］y　changed 　 are 　few　a 臓d　far　between ．　In　order 　to　constru ¢ L　a　Inodel 　fDr

plaid　patterrl，12　samples 　of 亡wo −color　sche 璽τles　combi 盈 ng 　deep　and 　pale　same −color　systems （blue，　red
and 　 ye110w　 sys しems ），　 were 　 made 　 regularly

，
　 and 　しheir　 visual 　 characteristics 　 were 　 compared 　 and

tnvest19ated ．

　In　this　 sもudy ，　 each 　pattern　saInp ］e 　was 　 Iuade 　using 　a　 combiI 聰ation 　 of 　t珮 〕 of　three 　 selected 　 strLpe

uidths 　in　golden　section ，　and 　pate　and 　deep 　shades 　 of 　one 　of 仁hree　colors ，　following　the　ITOI　creator

design　system ．

　For　 evaluating 　the　 sarnpies ，　 sen30ry 　tests　were 　 carried 　 out 　usi   the　SD 　lnethod ．　In　addition
，
　the

colors 　were 　measured
，
　and 　the　re ユaUve 　lightness　 and 　relative 　chmma 　for　the　samp 亅es　ware 　caieuiated ．

Thus 　their　relations 　to　the　sensory 　evaluaLion 　were 　Lnvestigated ．　The 　resUltS 　are 　as 　follows：

　 D　　As　to しhe　re ｝ation 　〔｝f　the　re［ative　hghtness　and 　the　relative 　chrema 　for　Lhe　l2　samp 皇es （v再thin　 a

same −co ］or 　 gystem ）of 　the　plaids，　the 　blue　and 　red 　sY6t 巳 ms 　showed 　high　correlatio 皿 ，　but　jn　th巳 yellow

systern ，　nD 　cQrr ∈latiol】 was 　observed ．　The 量〕htE　system 　g．　howed 　a　p｛〕sitlve 　correlation
，
　and 　the　red 　syste 皿

sho 晒 ？ d　a　Ilegative 　correlation ．　In　this　、、牡y，　the　difference　of 　the　attributes 　of　colors 　was 　observed

aocording 　tDthe 　CDIor 　systems ．

　2）　 By　using 　the 　SD　 TIieth   d，　it猶 ls 　deterrn至ned 七hat．　cQlors 　affected 　sensory 　eva 呈uation 　rather 　than

the　pattern　designs．

　3）　 Irl　 tlLe　blue　 system ，　the　 difference　 amDng 　the　 sa 皿 ples　 wag 　 large　for　the 　ite皿 related 　to　the

brightness　of しhe　sensory 　evaluntiori ．　hl　the 「e（当syst ．em ，まhe　range 　that　the　relative　chroHla 　can 　take

活 as 輌 de
，
　and 　for　the　item　rela 巳ed 　Lo しhe　vividness 　of 　the 　sensory 　evaiuation

，
the 　d正ference　among 　the

sar 叩 les　waS 　dear

　 4）　 As 　a　result ．　of 　analyzing 　the　maill 　components 　of 　12　iLems　for　colors ，しhe　Ted 　and 　ye 】low　systems

sh 〔コ“ ed 　sirnilar 　tendencies ，　wnile 　those 　for　blue　were 　different．

　　　　　　　　　　 　　　　 （Received　May 　20，1997；Accepted 　iII　reVised 　forln　March 　5、1998）
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　1．緒　 　言

　テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン は 材質と柄 ，色彩を有機的に

組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て ，視覚的 な印象が 異な り，

多様な美的表現を効果的に作 り上 げ る，テ キ ス タ イル

デ ザ イ ン中で ，チ ェ ッ ク は先染め で ，それ を構成 する

材質，ス トラ イプ幅 と織糸の 配 色 の 組 み 合 わせ に よ り，

様々 な チ ェ ッ ク が 打 ち出され ，テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン

と して の 効果が現 れ る ．

　チ ェ ッ ク は 複雑 な要因が交絡 して ，視覚的な印象に

よ り評価 され る もの で あ る が ，努め て 単純化 して ，基
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本的 な研究 を積 み 重 ね る こ とに よ っ て ，チ ェ ッ ク に 対

す る考え方を構築 し て い くた め に 研究を進 め て い る．

　今回用 い る チ ェ ッ ク は，た て 糸 ，よこ 糸 の 各 々 の 色

が あ る程度の 幅を も っ た状態で見 られ る の で
， そ の 色

や幅な どの 構成条件が総括 され て チ ェ ッ クの イ メ
ー

ジ

を 7．え る と考 え られ．る．

　柄の イ メ ージ に 関する 研究は，主 に水玉 、縞，幾何

模様な ど に つ い て は 数多 く報告
同 1

さ れ て い る が
，

チ

ェ ッ ク に対す る研究
1？　1／’

は比較的数少ない ．

　そ こ で ，ス トラ イ プ と 色 の 組 み 合 わ せ で 基本的 な チ

ェ ッ ク を 作 り，SD 法に よ る 官能検査に よ っ て ，色と

チ ェ ッ ク の デ ザ イ ン が ，どの よ うに 評価 を 与 え る か を

検討 した．官能検査 を裏付け る 試料 に 対 す る 機器測定

と して 色を 測 り，試 料 の 相対 明度と相対彩度を各々定

義 し，それ の 算出 を行い ，官能評価値 との 対応を検討

した ．

　2．試料 お よ び実験方法

　（1） チ ェ ッ ク の条件

　用 い た織糸は綿糸 で ，今回 は 最 も基 本的な色系と し

て ，3原色 を考慮 して ，青，赤，黄系 と した．各々 の

色 系ご とに 淡色 と濃色の 2 段階 の 明度の 差 を付 けた，

青系 の 2 段階は 既存 の 先染 め 糸 を用 い たた め 40／2S

で
， 赤 ， 黄系の 織 糸は 濃色 の既存の 先染め 糸が 30／2

S だ っ たの で ，淡色 の 染色 は同色系内で は 太さを統
一

し，30／2S を 用 い た．た だ し
， 織 糸 の 太 さ の 違 い が

視覚評価に 影響を与 えるかど うか に つ い て は、こ の 研

究 の 継続 の 中 で は 青 系 に 30／2S を用 い て い る の で ，

現 在調べ て い る．

　 テ キ ス タ イ ル の チ ェ ッ ク 関連 の 研究 と して は多 くは

タ
ー

タ ン チ ェ ッ ク に 対 す るイ メ
ー

ジ調査を中心と した

報 文があ り，色，柄 共 に複雑な 組み 合わ せ が 多い ．こ

こ で は極め て チ ェ ッ ク デ ザ イ ン を単純化す るため に チ

ェ ッ ク幅を 3段 階 と し，そ の チ J ッ ク幅を決め る に あ

た り，絵 画，彫 刻や建築 などで美 に対す る理 想的な 比

例 分割 で あ る黄金分割 を格子縞間隔 に 用 い る こ と に し

た ，

　チ よ ッ ク の ス トラ イ プ 幅 は 黄金 分割比 で ，最小幅 を

1．2cm と し，　 Table　l に 示す ように 3段階 の 幅を取 っ

た ，ス トラ イ プ幅の た て 方向を A ，B，　 C，よ こ 方 向

を A
ノ
，B

’
，　 C

’
と し

， 色の 淡色 （1）と濃色 12》を組み

合わ せ て
，

Fig　 l に 示 す 12 種類 の チ ェ ッ ク と した．

図 中 に 示す試料 No は 官能検査 の 試料 No ．と し，3 桁

の 乱数 で 示 した．な お ，こ の 試料の 糸密度を 19．6×

Table　l　Stripe　Wi〔lth　and 　color 　of 　checkPatte 「n

wa 「pyam weft 　yam
ABcA 号 B’

σ

width （cm ） 1．21 ．93 ．1121 ．93 ．1
density（1／width ） 243862162541

coior 1．pale　color
2，dee　 cdor

pattern　No ．

765 345 924

　 AIA2 　　　　BI　B2 　　　　 BI　B2

咽 汨
：田

684 643 509

727

　 　 CI　　 C2

：：E ヨ

321

　 A2 　Bl　　　　AI　B2 　　　　　B2　 Cl　　　　　Bl　　C2

咽 1：毋 ：田 ：：：田
216 257 922 138

1伯倉：芒白1曲含：曲
F唱．1．　Design 　ofcheck 　patterns− confusing 　number

　　 　 of 　check 　patterns

ユ3．4 本／cm と し，ス ト ラ イ プ幅 に 対す る糸 の 本数 は

Table　1 に 示 す とお りで ある ．

　（2） 試料製作

　試料は サ ン プ ル 作 りの た め に 開発 され た ITOI一ク リ

エ ーターデ ザ イ ン シ ス テ ム に よ り製作 し た ．こ の シ ス

テ ム は   イ トイ ク リ エ イ テ ィ ブ が 開発 し，従来，先

染 め織物は升見本と して サ ン プ ル を作 っ て い た が こ れ

仁 より，求め る デ ザ イ ン を簡単 に 1点ず つ サ ン プ ル 化

で きる こ と を特徴 と した シ ス テ ム で ある．織物 は た て

糸 とよ こ 糸が 上 卜
．
交錯 し て い る が ，こ の 機械はた て糸

密度 とよ こ 糸密度 の 差 に よ り，た て 糸 の 上 に よ こ 糸が

垂直に重な っ て い るだけ で 明視の 距離か ら見る と，織

り上 が っ た 織物 の よ うに 見 え る特徴が ある ．

　今回用 い た糸 密 度 は た て 糸
’
bi　196本／10　cm ，よ こ

糸が 134本／10crn と し，　 Table　1 には こ の 糸密度か ら
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ス トラ イプ幅に対す る糸の 本数を算出 し示 して い る，

た て 糸 を板上 に巻き，そ の 上 に の りを吹 きつ け，よ こ

糸を巻 きつ けた後に，熱 プ レ ス 機で 固定 して 作る．台

紙 （N9 ．6＞ に 試 料 を固 定 し，枠 を つ け乱数 で 試料

No ，を示 し た．試験 部分 の 大 きさ は ユ7 ，5cm 正方 で あ

る ，

　（3） 測定方法

　今回 の チ ェ ノ ク に対す る評価は官能検査 を中心 とし

て 行 い ，そ の 裏付け と して ，色測定 の 結果か ら試料．
の

相対明度，相対彩度 を定義 して ，各々 を 算出 し て 各色

系の傾向を検討 し た．

　1）　 相対明度 と相対 彩度

　i）色の 測定 ：こ こ で の 試料はた て 糸 の 上 に よ こ 糸

が重な っ て い る の で ，た て糸 とよ こ 糸の 密度差 に より，

淡色 と濃色 の 組み 合わ せ で ユ試料に つ き4 色の 色が示

され る ，そ こ で ，こ の 4 色 の 部分 の 色 を   H 本電 色

工 業 の SZS一Σ 80　Color　Measur 血 g　Sy．　stem を用 い ，　 Ta −

ble　2 の 条件 に より測定 し，　 Table　3 に 示 した ．

　ii）相，吋明 度 と相 対彩度 の 算 出 ：視 覚評 価 と 色 測定

と を関連付 け る た め に ，光 の 反射エ ネ ル キ
’一

強度を考

え，各色 ご と の 明度 と そ の 面積 を か け合 わ せ た もの を

そ の 色部分の 相対的 な反射 エ ネル ギ
ーと して ，相 対明

度と し た ，色 の イ メ
ー

ジ は ト
ー

ン （色 の 明暗 ・濃淡 ・

強弱） の 方が 視覚効果 を与え る が ，こ こ で は相対明度

を定義 した の で ，で きるだけ単 純化 した数値 を求め る

ため に彩度 とそ の 面積 をかけ合わせ た相対彩 度 を定義

して ，色 の 数量化 を試 み た ．こ こ で の 相対
．
明 度 と相対

彩度 を次 の よ う に 定義 して 算出 した ，

Table 　2　 Measuretaent 　conditlons 　of 　cclor

Apparatus
Arealncidence

　of　light

Frequency

lndication　of 　colo 「

COLOR 　 MEASURING 　 SYSTEM 一Σ 80

Diarneter　l　cm
Along 　weft 　direction

three 　times

Munsel15ystem

Tab 】e 　 3　0010r　 of 、へarp 　 and 、、℃ ft　 ya望
1rl
、　 and 　 overlap

　　 　　 WLth 　warp 　al／d　weft

color cdor 　to　overlapcok 万 of　yam

　　〔HV ／C ） 　　 脚胃e「【 1 2

Blue122 ．OPB 　6．9／3．8
6．3PB 　3、Z／1．3121

．6PB　7．2／3．7
2．3PB　4．〃 252

．6PB 　5，4／2．1
5．9PB 　3．0’1．6

Red127 ．8RP 　8．毛／5．0
3．4R　4．3／1〔〕．2126

．2RP　8．0〆4．9
2．1R　5、2〆9．89

．4RP6 ．4／5．6
3．7R 　42 ／11．5

Yelbw1210 ρY9 ．0〆47

6．7Y　8．6〆9．9120
．80Y9 ．O／4．3

8．4Y　8．8／8．46
．5Y　8、8／6Q

6．4Y　86 ／98

1、pale　cobr2 ．deep　cobr

　Tab！e　3 中 に示 す各試料に対 し， 測 定 した 4 カ 所の

明度お よび彩度に それぞ れ の 面 積をかけ，｝試料全体

の 面 積あ た りに 算出 して ，相対明度 お よ び 相対 彩度 と

し た．すなわ ち次式に よ っ て 与え られる．

　 　　　 　　 相対明度 ＝O．OIV× S／5
　 　 　 　 　 　 　 　 　 4　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

　 　　　 　　 　　v ＝Σ ソF∫，，5 ；Σ 5i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 r＝し　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i＝1
　　　　　　 相対彩度 二 〇．OICXS ／s

　 　 　 　 　 　 　 　 　 q　　　　　　　　　 り

　　　　　　　 C ＝Σ Cisie　 s ＝Σ 5、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／Eユ　 　 　 　 　 　 　 　 i；1

た だ し S＝17．52cm2，　 v
，

＝各部分 の 明 度，　 Ci＝各部分

の 彩 度 ，
“
’i 各部分 の 17．52cm2 中の 総面積．

　 2） SD 法

　SD 法に よ る 評 価 は，色 に 関 す る項 目，季節 感，時

代 感 ， また織物 と して の 特性に対する 項目などを含め

て 60 項 目と した．SD 法 は対 の 用 語 を組 み 合 わ せ た 場

合だ が
，

こ こ で は 一．つ の 用語の 肯定と否定を組み合わ

せた もの を含 め て ，評価項 目に設 定 した ．被検者は 女

子大学生 2CI名 1995年被服材料専 攻 4 年生 と し，校舎

北 が わ の 窓 か ら 入 る 自然光下 で 午前 IO 時か ら午後 2

時 ま で 行 い ，試料 の 角度は 垂直真上 （受光角 O
’
）か

ら約 60
°

まで の 間は各 自，自由に 動か して
， 評価 し

た．た だ し，試料の 左右の傾 きは な し として ，各 5 段

階評価 と した ．被検者全 員が す べ て の 試料に 対し，60

項 目 の 評価 を行 っ た．官 能評価 と して は美的な要素に

関す る項 目も多少含まれ て い るが ，今回 は心 理的 な要

素 を含め て 調 べ る た め に は 不 足なの で 視覚評価と して

まとめ る こ と に した．今回 は Table　4 お よ び 5 に 示す

項 目 に つ き検討 し た．試料 の 提示 は ラ ン ダ ム な順序 に

な る よ うに した ．

　 3） 官能評価 と相対明度，相対彩度 との 関連性

　色感覚は 色味，明 る さ，鮮や か さで 与 え ら れ
， 色測

定の 色相，明度，彩度とい うい わ ゆ る色 の 3属性 と対

応 す る．そ こ で 各試 料 の チ ェ ッ ク各々 の 明度 と彩度が

柄 の イメ
ー

ジ に 影響 して い るか を調べ る た め に，算出

した相対明度 と相対 彩度 を各官 能項 目に対応 し相 関性

を求め ，検討 し た．

　 こ こ で は ，色の 測定用語 と して ，マ ン セ ル の 表示 を

用 い ，明度 （Lightness），彩度 （Chroma ）で 表示 し，

こ れ に 対 応 で き る 官 能 用 語 と し て は
， 明 る さ

（Brightness），鮮や か さ （Vividness ） を用 い た．

　3．結果 および考 察

　（1） 相対明度 と相対彩度 の 相 関性

　色測定値か ら相対明度 と相対彩度を定義 したが，こ

れ らの 間に ど の よ うな関係が ある か を検討した．
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Table 　4　 Sensory 　evaluation 　of　SD 　methed

cdor

1234da4（
− bhght

pale　color− deep　cdor
feeble　color − strong 　colo 「

冂 ot 　vivid 　cok ）r
−

vivld 　color

season5678

not 　like　spnng − hke　spring

not 　Iike　falト like　fall
not 　Iike　sumrner − 1匹ke　s凵 mrner

not 　Iike　winter − like　Mnter

design

9101

「

121314

！516171819202122232425

not 　decorative− d  orative

unquiet −
〔掴 et

childlike − be　we 既behaved

not 　youthfu1− youthfuI
not 　bold − bdd
not 　calm − calm

not 　pretty− preヒty

not 　f。ppish− f叩 ρ｝sh

ordinary − indMdual

inc  spicuous − conspicuous

not 　profound
−

profourK ゴ

凵 nclean − dean

vulgar
− d  e 冂t

not 　 modern − modem

not 　rhythmic − rhythm に

plai臼
一showy

not 　cute − cute

lik｝ng26272829
not 　mer ツ

ー
rnerry

u叩 leasant− iike

get　not 　tired　eas ま 
一get　tired　eas ｝ly

nGt 　enjoyable − enJoyable

quality

303132333435cold − warm

  cidental − ohental

Fesent − classlcal

unhea 比hy− hea臨 fuI

male − femlnine
hard− so縦

　色系別 に．12 試料 の 相 対明度 に対す る相対彩度 を

対応 し，そ の 相関性 を求め た，そ の 結果，Fig．2 に 示

した よ うに ，青，赤 系の 場合 ，相対明度 と 相対彩 度は

高 い 相関性 を示す が ，赤系は 青 系 と異 な り，負 の 相関

性 を示 す．柑関性が 見 られ て い な い 黄系 は
一

般 に 濃淡

に か か わ ら ず，他 の 色系に 比 べ て ，色 と して 取 り得 る

明度 の 範囲 が狭 い の で ，こ こ で の チ ェ ッ ク は 各々 の 濃

淡 を
一．一

定に して ，チ ェ ッ ク 面積 を か け た 12試 料に つ

い て も，非常に相対 明度 の 取 り得る範囲が小 さ い 結果

が 出た．そ れ に対 して ，赤系はそ の 明度，彩度と共 に ，

黄系 よ り 12 試料 の 範囲 が 大きく， 相関性 も高 く示 さ

れた．青系の 12試料の 相対彩度が 占め る範囲は他 の

2 色の 色系に対 して かな り低 く，差 が 小 さ い ，
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節感 ， お よ びそ の 他 の 特性 に対 する 項 目 に つ い て
， 類似

す る用語の 紐み 合わせ を重 ね な い よ うに 選 んだ 35 項

E を Table　4 に 示 し，　 Flg．3a と b に は No ．684 と 643，
No ．509 と 321，　 No ．216 と 922、　 ND ．257 と 138 の 20

人 に 対 す る 平均 値 を 図示 した ，Fig．3 の 項 目の 番号 は

Table　4 の 番号 と対応 して い る，

　なお ，各項 目ご とに与え られ た評価を デ
ー

タ として

差があ るか を調べ るため に ，先 に 母分散 の 検定を行い ，

その 結果を Fig．3a と b の 左側に 示 した，●は危険率

1 ％，○ は 危 険 率 5 ％ 以下 で 分 散 に 差 が 認 め ら れ て

い る項 目で あ る．全体 と して 分散が等 しい 場合が多 い

の で
， 分散が 等 し い と 仮定 し た 2 標本に よ る t 検定を

行 い ，Fig，3a と b に 差 が認 め られ て い る項 目 に 隈 り

標準偏差 を示 した，＊ ＊ は危険率 1 ％，＊ は 危険率 5

％ 以 下 で 差が 認 め られ て い る 項 目で ある ，

　試 料 12デ ザ イ ン の うち，同
一チ ェ ッ ク 幅 と 色 で，

方 向 を変 えた No 、765 と 345，　 No ．9Z4 と 727 の SD

法に よ る プ ロ フ ィ ル は 色の 配置 は 同 じ な の で ，各々 の

各項 目 に 対 す る 差 は 小 さ く，5％ 危険率 で 有意差 が 見

ら れ た の は ，青系で は No ．345が No ，765 よ り 18，

目立 つ と 評価 し，赤系で は No ．765 よ り No，345 が 2，

色 が 濃 い ，黄系 で は No．765 よ り No．345が 21．上

品だ と見分け て い る の み で あ る ．また，ス トラ イプ幅

が 大 きい No．924 と No、727 で は 35 項 fiい ず れ に つ

い て も有意差が 見 られなか っ た．

　E9 、3a と b に 示 した試料は同
一

チ ニr．ッ ク幅で 色 の

配置 を 変 え，色 の 濃淡 の 配置 が 逆 に な っ て い る の で ，

上記 に 述 べ た試料 よ りプ ロ フ ！ ル に 差が見 られ て い る．

Fig，2 中 に 示す よ うに 相対 明度 は No ．684，509，2ユ6，

257 は ，No ，643，321，922，138 よ り高い ．ただ し，

黄糸は 青，赤系 よ りそ の 差が か な り小 さい ．

　No ．684 と No ．643 お よ び No ．509 と No ．32ユ は 青

系が赤，黄系よ り差が 認め られ て い る 項目が 多い ，単

純な色 に 関す る項 目 （1− 4） に 対 して は 青，赤，黄系

の 順 に 他 の 項 日 に 比べ て 差が見 られる項 冖が 多い ．

　 1． 青系の 場合は，両方，赤系 と黄系よ り
．−
1つ の 試

料問 の 差 を見分 け て い て，特に ，色 に 関す る 項 目 で は

は っ き り差 を評価 して い る．す な わ ち，相対明度 が高

い No 　 684，509 は No ．643，321 よ り 1．明 る い ， 2．

色が 薄い ， 3，色が 弱い と評価 し て い る ，さ ら に青系

で 二 つ の 試料 問 に 差が 認 め ら れ て い る 項 冂 が あ り，

No ．684が No ，643 よ り， 5，春 ら しい ，ユ0，渋 くな

い ，12．若 々 し い ，15．可 愛い ，18．目立 つ ，2ユ．清

潔で あ る，26．楽 し い ，35，や わ ら か い ，で あ る．

No，509が No ．321よ り 5，春 ら しい
， 7，夏 ら しい

，

10．渋 くな い ，34．女性的，35．や わ らか い と判断 し

て ，こ れ ら の 共通点は ，い ず れ も明度と関係 があ る と

思 われ る項 目で あ る．こ の項目に対 し，青系は視覚に

対 し て
， 他 の 色系よ り差 が 見分けやす い と言 え る ，

　1  　赤 系 の 場合 は，共通 に ，No．643，321 が No．

684，509 よ り 2．色が 濃い ， 3．色が強 い ，24．派手

だと計価 して い る．色 の 濃 さ，色 の 強 さ，お よび彩度

と関係が ある と思われ る 「地味 な一派手な」の 項 目に

対 し差 が 見 ら れ て い る ．

　（塗　黄系の 場合は相対明度が他の 2 色 より高 く，し

か も
，
12 試料の 相対明度の 差が わ ずか な の で ，そ れ

ほ ど差が見 られて い な い ，No 、643， 321が No．684，
509 よ り 3．色 が 強 い ．No．509が No．321よ り 14．

落ち着 くと感 じ て い る ．しか し相対明度 の 差が青，赤

系 よ りは 少な い の で ，明度 と 関係が あ る 項 目 に 対 して

も，こ の よ う に，見分 け られ て い な い こ と が わ か る．

　 3 色系共に，色に対す る項 目の 中，差が 認め ら れ て

い る 項 目 は 3．「色が 弱い
一色が 強 い 」で あ り，い ずれ

の 色 系 も 相対明 度が 低 い No ．643，321 が 高 い No ．

684，509 よ り色が 強 い と評価 し て い る ．そ の 他の 項

目で 差が見 ら れ て い る 項 目を色系 に 分け て 見 る と
， 青

系は明度と関係が あ る と見 られ る項目，赤系は彩度 と

関係が ある と見 られ る 項日で ある ．

　No．684と No，643お よび No．509と No．32ユと 1司
一

の 色 の 配置で あるが ，チ ェ ッ ク の 基本構成 を
一
般 に

用 い ら れ る た て長 と そ うで は な い よ こ 長を比較 し た結

果，No．684 と No．643お よ び No．509と No．321 よ

うに ，色 に 関す る 項 目で は ，相対 明度の 差に よ る 試料

の 差が見 ら れ た．

　一般の チ ェ ッ ク の 基本構成で ある た て 長の No．216

と No ．992 よ b ，よ こ 長 の No ．257 と No ．138 の 方 が

色の 配置に よ る イ メージの 差を置 き，評価 して い る こ

とが わか る ，こ の 傾向は青系 と赤系で 目立 つ ．

　 2）　 3 色 系 の デ ザ イ ン に 関す る官能評価

　 12試料 の 中 で 相 対明度 と相対 彩 度が ほ ぼ同
・・一

で，

チ ェ ッ ク の 大 き さ が 違 っ た場合の 試料 No ．684 と 509，

No．643と 321の 4 試 料 に つ い て デ ザ イ ン に よ る 官 能

評価値 の 差 を比 較 した．比較 した官能項 目は Table　4

の 中 で デ ザ イ ン と関係が あ る 12 項 目 を選ん で ，F甅．

4 に 示 した よ うに プ ロ ッ ト し た ．

　そ の 結果 ，色系に よ る 差が か な り見 られ ， 黄 系 ， 赤

系，青系の 順 に 官能評価値が 高い 傾向の あ る こ とが わ

か る，試料間の 分散分析 を行 っ た結果，危険率 5 ％ 以
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下 で 差 が認め られ なか っ た、しか し， 3 色 に つ い て
，

一
つ の 試料 ご と に

，
20 人 の デ ータ を分散分析 した結

果，Fig．4 に よ り色に よ っ て 差が 見 られ る．「口r愛 く

ない 一
可愛い 」「ハ イ カ ラ で ない 一ハ イ カ ラで あ る」「地

味な一派手な」「きらい
一好 き」 な どの 項 目は色系 に よ

る 官能評価値 の 分散が見 られ，しか も黄系が は る か に

高い 評価値を示 し て い た，．一方 ， 「装飾的で な い
一
装飾

的で ある 」 の 項 目で は，相対明度が低 い デ ザ イ ン で は
，

色系に よ る 差が見 られ る が，高 い デ ザ イ ン で は それ ほ

どの 差は見ら れ な か っ た．

　3）　評価項目間の 相関行列

　Table 　5 に 示 し た色 に 対する 20 項 目の 官能 量 間 の

相関行列を算出 し，Tabie　 6 に 示 した．　 Table　 6 の 番

号 は Table　5 の 番号 と対応 して い る t ＊ ＊ は危険率 1

％，＊ は危険率 5 ％ 以 下 で相関性が 認め ら れ て い る ．

　そ の 結果 ， 色系に よ っ て 違 う傾向が見 られ，全体的

に青系は 赤，黄系よ り項目間の 相関性が やや高い こ と

を示 して い る．

　青系 の 場合，明 る さに 関す る項目 （1〜3＞は そ れ 以

外の 分 野の項 目 との 間に もほ とん ど危険率 1％ 以下

で 相関性が認め られ て い る．渋 さ （10，11）に対す る

項 目は そ の 他 の 項目 と逆相関で ある が 赤 ， 黄系 と 違 い
，

高 い 相関性を示 して い る ．

　赤系 の 場 合，鮮や か さ 〔8，9＞，派手 さ （12〜14）

に対す る項目が他の 分野の項 目との 相関性が見 られ て

い る こ とが青系と異 な る 点で あ る ，しか も青系で 濃さ

（4〜7）に対 す る項目 と相関性が 見ら れ て い な い 鮮や

か さ （8，9），派手 さ （12　一一　14）の 項 目が 赤系 で は 見

ら れ て い る．

　黄系 の 場合，濃 さ （4〜7）に対する項 目に 対 して ，

青，赤系 は 渋 さ （ユ0，il）に 対す る 項 目 と相 関性 が見

ら れ て い る が ，黄系は 見 られ て い な い ，しか し，派手
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Fig・5　　Dispersion　of 　the 　factor　loading　in　the　prin〔・lpa 且compol ／ellt　anaL ｝
’
　g．　is

さ （12〜］・D に 対 す る 項 目 で は 青系は 相関性 が 見 られ

て い な い が，黄系は ほ とん ど危険率 1 ％ 以 下 で 相関

性が認め ら れ て い る．こ れ は 赤系 よ りも高い 相関性 を

不 し て い る ．

　 こ の こ とか ら，青系の 場合は 試料問 に ワえ る 相対明

度 の 範囲 が 相対彩度 よ り広 く，赤系と黄系は相対明度

よ り相対彩度 の 範囲が広 い の で ，項 目を判断す る の に，

青系は 明度，赤 系 と黄系は彩度に 影響 を受け て い る と

考え ら れ る ，

　4）　官能量 12項 目 の 主 成分分析 に よ る 因ア負荷量

　　　の 分散

　 こ こ で は イメ
ー

ジ 用語 に 対 す る 評 価 の 変数が 12個
と少数なの で 主成分に集約 表現す るため に は主成分分

析が有効な の で ，こ の 解析 を試 み た．

　Table　5 の 色 に 関係が あ る 20 項 目 の 中 で ，ユ2項 目

を Fig、5 に 示す ように 選ぶ に当た っ て は 次の こ とを考

慮 した．明 る さ に 関 し て は 1 項目を人れ，色の 配置の

好み は 比較的評価が困難 と見 られ，暖か さに つ い て は

50 〔672）
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色み で 決ま る の で 除 い た ．た だ し，色 の 濃 さ に 関係 し

た用語に つ い て は比較的他の官能量問と相関性が 見ら

れ て い る の で 除 い た ．

　青系 の 場 合，第 1成 分 に 3，「渋 くな い 一渋 い 」， 2，

「装飾的で ない 一
装飾的 で ある 」 な ど の 項 目が寄与 して

い る．青系 で は ，2，「装飾的 で あ る
一
装飾的 で な い 」と

10．「清潔で あ る一清潔で な い 」は比較的因子負荷量 が

第 1 成分 で 寄与 しなが ら接 近 して い るが，赤系 の 場合，

こ れ らは 第 1 ，第 2 成分に 分散 して 寄 与し て い る．

　赤系の 場合は 青系 と比 べ ，青系の 第 2 成分 に寄与 し

て い る 項 目 IL 「派 手 な
一
地 味 な」， 8，「色 が さ え て

い る
一
色が さえ て い な い 」， 7．「色が に ぶ くない

一色が

に ぶ い 」 の 項目が 第 1 成分 に 寄与 して い る．

　黄系は ，12 項目 い ず れ も第 1 成 分 の 正 の 方向に な

っ て お ij，青，赤系 との差が見ら れ る ．し か し，赤系

の 第 1成分 に 寄 与 して い る項目 7．「色 が に ぶ くない
一

色 が に ぶ い 」， 8．「色が さえ て い る
一
色 が さ え て い な

い 」 の 項 目が黄系で も寄与 して い る．11．「派手な一
地

味 な1，
4．1派 手で あ る

一
派 予 で な い 」， 6．「地 味で

な い
一
地味 で あ る」 の 項 目は第 1 、第 2成分 の 因子負

荷量が接近 し て い る ，

　以 上 の よ うに ，ユ2 試料に 対 し色系に よ る 評 価項 ［］

の 関連 づ け の 差 が わ か る ，しか も青系 よ り赤 ，黄系 の

方 が 類似点 が見ら れ る ．

　〔3） 相対明度，相対彩度 と官能量問 の 相関性

　Fig．6 に は 測定 値 か ら算 出 し た 相 対明度，相対彩度

と 宮能量 の 関 係 を求め た，a ，「明 る い
一
暗 い 」，　 b．1色

が 濃 い
一
色 が薄 い 」の 項 冂 は 相対明 度 と，c ．「色が さ

え て い る一色が さえ て い な い 」 の 項 目 は 相対 彩度 と対

応 して 図示 した ，

　a．相対明度 と 「明 る い 一暗い 1 の 項 目 と の 相 関性 は

青系だけが 危険率 1％ 以 上 で 相関性 が認 め られ て い

る が ，赤，黄系の 場 合 は 見 ら れ て い な い ．赤 ，黄系の

全 12 試 料 の 明 る さは O．5 以 11に な っ て お り，色自体

が う．え る 明る い 要因が大 き く影響 し，デ ザ イ ン に 対す

る評価 の 違 い は ほ と ん ど な い こ と が わ か る．

　b．相対 明度 と 「色が濃 い ・一
色が薄 い 」の 項目 との 相

関性 は 青 ，赤系共 に高 い 逆 相関性が見られ て い る ，す

な わ ち，相対明度が 低 くな る と色が 濃 い と 評価 して い

る．

　c． ・
方，彩度 と 関係 があ る 「色が さ え て い る一色が

さえて い な い 」の 項目と相対彩度の 関係で は，赤系が

試料問 に与え た 官能評価値 の 範囲 が 小 さい けれ ど，相

対彩度 と相 関性 が 見 ら れ た ．こ れ に 対 し、青系 と黄系
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は相関性 が見 られ て い な い ．こ の こ とか ら赤系は デ ザ

イ ン に よる彩度の差 を見分け て い る と考 え られ る ．

　4．要　 　約

　本報 で は，テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン と し て
，

チ ェ ッ ク

柄の 考え方を構築する た め に ， 今 回 は 基本 と して 同色
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系 の 濃 淡 を 組 み 合 わ せ た 2 色配色 の チ ェ ッ ク 柄 各 12

試料 の 視覚特性に つ い て 比較検討 した．

　（1） 各色系ご とに試料 1枚あ た りの 相対明度 と相対

彩度 を算出 した結果，青系と赤系の 場 合，相対 明度と

相対彩度 は高 い 相関性 を示 して い る． しか し，青系は

正 の 相関 に対 し，赤系は 青系 と異な り，逆相関 で ある ．

しか し，黄系 の 場 合 は 相対明度 が 占め る 範囲が狭 い の

で青，赤系の ような相関性は見られ て ない ．

　  SD 法 の 官 能評価 の 結果 で は，チ ェ ッ ク 柄 の デ

ザ イ ン よ り，色 に 影響 を受け て い る こ とがわか る．青

系は官能評価の 明る さに 関係す る項目 に対 し，試料聞

の 差 が大 きい ．赤系は 官能評 価 の 鮮やか さに 関係 する

項目に 対 し，試料間 の 差 をは っ き りと判定 して い る．

　（3） 青，赤系の 場合，判定 しや す い 項 目は 濃 さ に 関

係 す る 項 目で あ り，試料間 の 差 を大 き く見分け て い る，

青 系は 相対 明度，相対彩度が低 い 試料 を色が濃 い と評

価する が ，赤系と黄系は ，相対明度が 低 く相対彩度が

高い 試料 を色が 濃い と評価 して い る ．

　（4） 色 に 対す る 12 項 目の 主成 分分析 の 結果か ら因

子負荷量 の 分散を見 る と，色系に よ る評価項目の 関連

づ け の 差 が あ り，青系よ り赤，黄系の 方が 類似 な 傾向

で あ る こ と が わ か る．
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